

























年 ３ 月までの20年間在職し、その後、大阪大学法学部（ ９ 年間、1990年 ４ 月～
1999年 ３ 月）、一橋大学大学院法学研究科（ ７ 年間、1999年 ４ 月～2006年 ３
月）、山梨学院大学法学部（ １ 年間、2006年 ４ 月～2007年 ３ 月）・ 同法科大学院



























































































































年 ２ 月）―旧法と外国法の廃棄　 ２ 　反右派闘争（1957年～1958年）と文化大




























































































事情研究訪中団」の上海 ・ 瀋陽 ・ 北京における調査 ・ 交流（1998年 １ 月）の報告書「第
15回党大会と中国の政治展望」（日中経済協会『21世紀中国―成功と危機の狭間で』 ９
～12頁、1998年 ４ 月）を参照されたい。
（ ５ ）　この論稿を執筆していた時期、留学の順番が回ってきた。当時は日本と中国の文化 ・
学術交流がまだ回復していなかったため、「イギリスにおける中国法研究の現状」の
テーマで、1979年 ４ 月から一年間、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院（School of 
Oriental and African Studies=SOAS）において研究と資料収集に従事した。





　交流面では、J.Ａ.Cohen 教授（ハーバード大学）による講演“Law and Human 
























　ここで後日知りえたことについて触れておきたい。『ワイルド ・ スワン』（上 ・ 下、土
屋京子訳、講談社、1993年 １ 月）に描かれているストーリーが著者の張戎氏と母親の証
言にドキュメントフィルムを盛り込んだ「ワイルド ・ スワン―激動の中国を生きた三代












1987年 ９ 月からの半年間、「中国憲法史研究」のテーマで、早大 ・ 復旦大学
間の交換研究員として上海や北京において視察 ・ 交流した。その経験を本書に
活かすように努めたが、詳細は、後に、「上海の社会と法」（『阪大法学』41巻
２ ・ ３ 号、1991年）として取りまとめている。
本書にまつわることに三つのことが想起される。

























なお、本論稿は、王叔文 ・ 畑中和夫 ・ 山下健次 ・ 西村共編『現代中国憲法







いて、第 １ 節　憲法の展開、第 ２ 節　国家の性質、第 ３ 節　所有と労働 ・ 分






































































































梨学院ロー ・ ジャーナル』（ ２ 号、2007年 ７ 月）に掲載した論稿に補筆したも
のである。
なお、この編著名と同一の演題によって行った第24回雲南懇話会の講演


































































































































































としての「研究 ・ 教育の総括」を意識して、 １ 、甲斐の国から―悠久、雄大、
多様の大地を想う　 ２ 、自由、人権の問題　 ３ 、環境問題　 ４ 、民族問題　
５ 、日中関係　 ６ 、日中の経済交流　 ７ 、「草原情歌」のこと―の七項目から
論じたものであり、合わせて参照願いたい。
専任としての ４ 大学は、私立と国立、大中小の規模、研究所 ・ 学部 ・ 大学
院 ・ 法科大学院の目的などの相違があり、異なる環境であった。とりわけ、共
同研究プロジェクト、著書 ・ 編著の刊行、翻訳作業、学生 ・ 留学生との交流、
修士 ・ 博士課程における論文の作成指導と後進の育成、法曹養成における講義
担当など、貴重な体験をしてきた。
また、専任以外に非常勤講師として10余りの大学において、中国法関連科目
を担当する機会を与えられた。
各勤務校、関係の学会 ・ 研究会、中国の関係機関、出版関係者の厚誼、そし
て恩師と先輩の激励、同僚、学友、門下生、ゼミ生、友人、家族等の協同、支
援に対して心より感謝の意を表したい。
悠久の大地に何を残したろう　中国研究我が五十年！
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